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研究成果の概要（和文）：本研究では、ユビキタス技術・ライフログ技術を用いて、日常生活での学習体験を電
子的に記録し、他の学習者と共有することで、学習体験記録データの分析を行い、学習や教育を支援する、ユビ
キタス学習環境を研究開発する。また、膨大なライフログデータから、効果的な学習パターンや、誤りのパター
ンを抽出する、学習体験マイニング手法を提案した。これらの情報により、学習者の日常生活の中で、適切な時
に、適切な場所で、適切な学習情報を提供する。また、長期にわたる実証実験を行い、システムの有効性を検証
した。

研究成果の概要（英文）：By using the ubiquitous technology / life log technologies, this research 
supports to record the learning experiences in everyday life, to share it with other learners, and 
to analyze them in ubiquitous learning environments. In addition, we propose a learning experience 
mining method that extracts effective learning patterns and error patterns from enormous life log 
data. Based on these pieces of information, we provide appropriate learning information at the right
 time and in the right place in the learner's daily life. In addition, we conduct long-term 
verification experiments and verify the effectiveness of the system.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
近年，スマートフォンやタブレット端末など
のモバイル技術や，RFID，センサーネット
ワーク等のユビキタス技術を教育や学習の
支援に用いたユビキタス・モバイル学習環境
の研究が盛んに行われている． 
申請者らは，本研究分野において，語学学

習を対象に，数多くの論文を発表しており，
8 件の論文賞や 15 件の基調講演を行ってき
た．この研究領域においては，語学学習や数
学，科学教育などの分野では，研究成果が実
際に利用されつつあるが，真に日常生活の至
る所で生じる学習をどのように記録して，ど
のように利用して学習を支援するか？とい
う基本的な問題がまだ残っている． 

一方，映像記憶装置の低価格化や情報圧縮
技術の進歩により，ビデオ映像等を用いて日
常生活での出来事を一元的に記憶していく
ライフログが可能となってきた．ライフログ
の代表的なプロジェクトとしては，Microsoft
研究所が推進している MyLifeBits がある．
これは，携帯型カメラを用いて日常生活を記
録したり，パソコンを使用する際に行われる
全ての操作・動作を記録して，後から追跡す
ることを可能にするものである．しかしなが
ら，このような情報を学習・教育に利用する
試みは，まだ研究されていない． 

 
２．研究の目的 
本研究では，ユビキタス技術・ライフログ技
術を用いて，日常生活での学習体験を電子的
に記録し，他の学習者と共有することで，学
習体験記録データの分析を行い，学習や教育
を支援する，ユビキタス学習環境を研究開発
する．また，膨大なライフログデータから，
効果的な学習パターンや，誤りのパターンを
抽出する．これにより，学習者の日常生活の
中で，適切な時に，適切な場所で，適切な学
習情報を提供する．また，長期にわたる実証
実験を行い，システムの有効性を検証する． 
３．研究の方法 
(1) 学習体験を ULL(Ubiquitous Learning 
Log)として記録する方法として，写真・音
声・動画などのメディアの違いや，GPS・温
度等のセンサー情報の違い，即時登録または
事後登録の違いなどによる，利便性や学習効
果を検討する． 
(2) 長期的に蓄積した ULL のビッグデータ
から，学習パターンの発見やデータマイニン
グを行う，学習体験マイニングの手法を開発
する． 
(3) 上記の結果を用いて，HMD(Head Mount 
Display)や SmartPhone 上の知的エージェン
トが，知的好奇心を触発して学習を促進する
た め の 知 識 ア ウ ェ ア ネ ス (Knowledge 
Awareness)を提供する方法について研究す
る． 
(4) 学習者の場所や時間，ニーズに応じて，
学習体験を促すために，タスク推薦機能を提
案する．例えば，システムは，学習者の周囲

のオブジェクトを把握して，学習者がその場
で実行可能な学習タスクを推薦する． 
(5) 一人だけで問題解決が困難な場合，協力
可能な適切な他の学習者(Peer helper)を推
薦する方法を提案する．協調学習により，互
いに教えたり教えられたりすることで，知識
やスキルの定着をはかる． 
（６）上記の手法を他の応用領域に適用する． 
 
４．研究成果 
（１）ULL の記録方法 
ライフログカメラを用いて記録し，不要な画
像をフィルタリングして，必要な画像のみを
学習ログとして登録する機能を開発した． 

図 1: ライフログカメラを用いた ULL の記録 
 
(2)可視化，知識アウェアネスの手法， 

本研究では，AETEL(Actions and learning on 

E-TExtbook Logging) Systemというシステム

を用いてログの採取からそのログのシームレ

スラーニングへの活用までを行った．AETEL

は図12のようなインタフェースを持ち，学習

者にデジタル教材(図2の例では「情報科学」

と書かれた教材)を配信し，学習者がその教材

から学んだことをULL(Ubiquitous Learning 

Log)と呼ばれる学習記録データとして記録す

ることができるシステムである．また，学習

者がAETEL上で教材を閲覧した場合，その教材

に対する行動(例えば，ページをめくる，栞を

付けるなど)を電子書籍ログとして記録する

ことができる． 

 
図2: AETELのユーザインタフェース 



 
このようにして記録されたULLや電子書籍ロ

グは，図3のようなインタフェースを持つ

AETEL Networkと呼ばれる機能によってシー

ムレスラーニングのサポートを行うために活

用される．図3の上部にはグラフが表示されて

いるが，このグラフは現在学習者が読んでい

る書籍を表している．具体的には，このグラ

フにおいて中央の黒い点は書籍を表しており，

そこから伸びる赤と青の線はページを表して

いる．なお，赤いページはその学習者にとっ

て特に重要なページを表し，記録された電子

書籍ログを基に決定される． 

これらのページを表す赤と青の線からはさ

らにそのページに載っている知識を表す緑色

の線が伸びており，この緑色の線から関心の

あるものを選択することで，その知識に関す

る情報を受け取ることができる．例えば，英

語の教科書に「creditは日本語で預金を意味

する」という情報が載っていて，ある学習者

が授業でこの教科書を用いてフォーマル学習

を行い，「credit」というワードをさらに詳し

く調べたいと思ったとき，creditと書かれた

緑のノードを選択することで，記録されたULL

を基にcreditに関するインフォーマル学習情

報(例えば，「credit」というワードは「銀行」

で学習できるなど)が提供される．このように，

AETEL Networkという機能はフォーマルな学

習をインフォーマル学習情報に基づいて行え

るように情報を提供することで，フォーマル

学習とインフォーマル学習を関連付け，シー

ムレスラーニングをサポートする． 

この研究により，ULLや電子書籍ログに基づき

シームレスラーニングをサポートすることが

可能になる． 

 

図3: AETEL Network 
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